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Notes　on　Stellar　Configuratic）ns．
野　罵　抱　影　Z∫oe‘帽VOゴr‘．
　山本一清様．『玉座の美について』の御文，興深く打患いたしました．小生
．も先頃『天盟の美感』と題する一文を遜る随筆集（未刊）に寄せ，中に星雨乃
至星座美に就いて言及しました．自然，お目に燭れることと眉、ひますが，ここ
には御文に惹かれて，星象の‘1十字形”に就き随感を香かせて戴きます．
　十字又は卍の起源は中々やかましい闘題で，それには專門の研究書もあるこ
とでありますが，民謡に關しては，智能の比較的進んだ民族の眼や，叉は南十
字星に見る如く，信仰を先入主とした眼であって初めて十字形を獲心するもの
セ，素朴な，或ひは自然な見：方は，先づ四つの星を菱形の輸廓に結ぶことであ
ると思ひます．
　こみ例で興味のあるのは，小生が最近でニラから入手したタガロク名の南十
字星はCrus　na　Bitwin（十字の星）で，　Crusの名の示す通り，明かに比島
に多いカFリック教徒が西名を傳へたものであるに面し，純粋のマライ名は
Bintang　Bobok（［子供用の］蚊帳の星，或ぴはBoboc釣床～）であるζとで
す．尤も，フィジ1諸島ではこれを十字に結んでNa　Naga（鴨）と呼び，α，
βCentauriを，それを追ふ二人の土人と見てをり，北十字の白鳥に封し，甚
だ面白い見方です。但し，これには南十字星の如く，小ぶりの星の群れは，菱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形に結ぶか，十字に結ぶかは紙一重ほどの心の動きの差と言へぬことはないか
とも思ひます．マライ名でも，まだ原意の判明せぬ南十字星の名があり，後日
判ってみれば，十字星だったといふやうになるかも知れません．
　白鳥座の大十字は，古代バビPニヤのUrakhga（大鳥），フォイニキヤの
TsipPur（鳥1），アラートスによ「驛MリシャのOmls（鳥），ラテ．ンのCygnus
（白鳥），アラビヤのAe　Dajajah（牝鵠）V・つれも十字に結んだ姿を大鳥の翔’
ける姿に見たものですが，これには南十字星などと違って，中央に鮮かなγを
黙じてをり，叉βにまで四等星の飛び石のあることが自然に長軸を引かぜたも
のと考へられます．もし，このγを欠いてみたならば，他の諸星座に見る通り
可成りの努力をやらぬ限り1十字は稜見し得なかったに相違ありません．これに
就いて小生がV・つも興味を感ずることは，支那でβを加へす，鳥の尾と貿に當
る部分の星を結んで，銀河の天津と呼んだことで，これも一つの自然な見方で
ありませう．三々耳にする，白鳥の形を直ちに七夕傳論の鵠に擬することが支
那の嫡庶に迂遠な誤りであることは言ふまでもありません．百人一首の「鵠の
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橋」を天の川とするのなどは，’ ｻぞろ冷汗ものです．但し，新たに白鳥に和名
を命ずる場合，鵡を三唱することは別問題ですが．
　南方に赴く船上で，南十字星に封ずるあこがれから，さもない三々をいろい
ろに結んで十字目二見しょうとする話は時々聞くことで，さうすれば曲りなり
にも，あちこちに十字星が出來ることでせう．しかし前記のやうに，輪廓によ
り星象を描き出すのが古代一般の民族心理であったので，十字として傳へられ
るものは三四に留まってみるのだと思ぴます。もちろん，今人の眼で，それら
の間に清新な或ぴは，より雄大な十字美を獲直することは意味のあることでは
あります．ところで，これに就き秋澤君にもお答へしたことですが，北天で北
十字に次ぐ優秀な十字の形は，Maunderが唱へてるる駅者座のラテン十字，
帥ち0，α（Capella）を横軸，β，　eを長軸とするもので，從って牡牛βを含ま
ぬものであります．しかし，支那の謂ゆる五車の五邊形が，東西共に自然な見
方となってみることは言ふまでもありません．
　終りに，御文reカシオペヤ以外に見lilせるWの星象を墾げておV・でになb
ましたが，Maunderはペルセウスのα，β（Algol）と，アンドロメダγ，三回
忌，及びアンド・メダβを結んで大きなWを描V・てるます．これは直ぐその
北に本物のWがあるので，名案に相違ありません．しかし，これとても“Pe一
餌sUsの大方形”にアンドロメダの一列の星を柄に結んで，互大な北斗の姿と
見る方が傑作であると思ひます．叉，初めには容易に言ひ表はしにくいペルセ
ウスの形を，貴著『星座の話』に，三つのカ1ヴを以て読明されてみることは1
成程と感心しましたが，MaUnderは同じく牛1Jりにくv・ヘルクtZ・一スの形をβ
から三つに岐れるカ1ヴで敏へて，これを“百合の花”と呼んでゐました．し
かし，日本ではやはり，あの申心部を杵か鼓の形に見るのが判り易いと思ひま
す．御説の通り，現在の星座の形は榊話に稿ぴされて，眼を無理弼ぴするもの
が多く，名に日本人向きでない落大な旺域に横がつてをり1ますが，我が農村漁
村に徳はる星象の見：方や名には，自から午和な國土と生活とを反映して二七す
べきものが多く，他日，南天のややこしい星座を整理するやうな場合にも，大
に参考となるものと考へてをります．
　なほ小生は機を得て，“一つ星”一北極星（和名，北の一つ星），南魚a，海
蛇α（アラビヤ名Alphard，巨富のもの），　Spica（同，　Sjmak，同上）等や，
“二つ星”@双子α，β（和名，：二つ星），小熊β，γ（同上），蜴V，λ，小犬α・、
β‘ 凾竅C“三つ星”一一一一一一一一一一オリオン三星，蜴三星，鷲三星等や，そ．の他三角形，四
面形など，類似の幾何圖形の星象を更に廣く漁りまして，東西の見方，呼総
傳二等を比べて見たいと思ってをります．その節は叉御示教を希ひます、不ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（VI月12　E［　東京にて）
